


八木裕貴（YubYagi）プ。フィール

第59回加古川市文化まつり　第45回定期演奏会

兵庫県明石市生まれ。2003年大阪音楽大学音楽学部器楽学科卒業。

2004年から2007年まで大阪市消防音楽隊トランペット奏者として勤

務。2019年兵庫教育大学大学院学校教育研究学科修士課程修了。フォル

マシオンミュジカルを視点とした音楽的基礎力育成のための教材開発や

指導法を研究。現在、関西を拠点に数々の社会人オーケストラにて客演指

揮を務める。また吹奏楽、オーケストラのトレーナーとしても定評がある。

2022年セヤナブラスアンサンブル代表に就任。同年文化庁の助成を受

け関西各地で演奏会ならびにワークショップを開催し好評を博す。2023

年一般社団法人セヤナミュージックグループを設立。指揮活動を中心に

ブラスアンサンブルの作品研究にも力を入れ、その魅力を発信すると共に

幅広い世代への指導や音楽家のためのセミナーなどの企画運営を行う。

桃山学院中学校高等学校非常勤講師。西明石文化センタートランペット講師。セヤナブラスアンサンブル代表。一般社団法人セ

ヤナミュージックグループ代表理事。トランペットを故岡元達志氏、松崎祐一氏、早坂宏明氏に師事。指揮を佐々木宏氏に師事。

カ越川勿ルハーモニー管弦楽団プ。フィール

1972年11月「アンサンブル・トパーズ」として発足、

79年「加古川ユースオーケストラ」と改称、ベートー

ヴェンの交響曲第9番を第1回定期演奏会に取り上げ、

以後、毎年の定期演奏会や県交響楽崇、地域音楽団体の

伴奏演奏など着実な歩みを続けました。91年、編成など

の拡大に伴って「加古川フィルハーモニー」へと改称し、

加古川の文化振興の一翼を担う市民オーケストラとし

て数々の活動を重ねてきました。この間、ギターの山崎

繁、コントラバスの斎藤賢一、ピアノの小山るみ、津田安

紀子、堤聡子、ヴァイオリンの北浦洋子、金関環、嶽崎あ
‾‾■■■‾■■■　　一　‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾　　　　　　　　　　　　　き子、上田博司、チェロの長谷川陽子などの諸氏との共

演も重ねています。87年秋には第4回加古川文化賞（現

加古川文化連盟賞）を、2000年秋には第4回加古川市文化賞加古川市制50周年特別文化賞を受賞。創立40周年の2012年、一層

の飛躍を目指して「加古川フィルハーモニー管弦楽団」に改称、2022年に創立50周年記念

定期演奏会を開催しました。

創立以来続いている冬の定期演奏会に加え、清流加古JHこちなむ恒例の「せせらぎコ

ンサート」を毎年4月に開催し、クラシックの名曲から映画音楽やミュージカル、ポッ

プスナンバーまで幅広い演奏をお楽しみいただいています。

団員は70名を越え、会社員、公務員、主婦、学生などの幅広い層のメンバーが、加古

川、明石、高砂、姫路、神戸などから集まり、毎週日曜日にカロ古川総合文化センターで

練習を行っています。ベビーシッター補助制度もあるためお子様連れでも参加でき、

練習場はいつもなごやかな雰囲気に包まれています。

公式ホームページ（http：／／www．kakophil．com／）、faceb00kもぜひご覧ください。

指定席券ご購入方法（発売初日は10：00より受付） �※一人券、ペア券、指定席券を 1回のお申込で同時に購入 � 

◇全国のローソン・三二ストップ設置のLoppi利用 

◇ローチケ【モバイル・PC】https：／／l－tike．COm／ �することはできません。 

◇ヂケりトについてのお問合せhttps：i／l－tike．COm／COntaCt／ 
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